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研究成果の概要（和文）：  1995年10月に西田幾多郎の水損した未公開ノート50冊と大量のメモ類が西田の末裔
の自宅から発見された。資料の修復、資料の一次翻刻、二次翻刻を終えたノートの内「倫理学講義ノート」、
「宗教学講義ノート」を編集し、2020年9月に『西田幾多郎全集　別巻』として岩波書店から刊行した。また、
ノート50冊の全頁を「西田幾多郎ノート類デジタルアーカイブ」として石川県西田幾多郎記念哲学館のホームペ
ージ上で、ノート毎に使用言語、書き方の体裁、出典調査の有無などの資料情報を記して公開した。それらの研
究成果によって、今日まで日本哲学史において基軸となってきた西田哲学の新たなテキスト、研究資料を提供し
た。

研究成果の概要（英文）：　In October 1995, Kitaro Nishida's 50 undisclosed notebooks and a large 
number of memos were found in Nishida's descendant's home. Edited "Ethics Lecture Note" and "
Religious Studies Lecture Note" among the notes that have been restored, the primary reprint of the 
material, and the secondary reprint, and in September 2020, from Iwanami Shoten as "Kitaro Nishida 
Complete Works Separate Volume". Published. In addition, all pages of the 50 notebooks will be 
referred to as the "Kitaro Nishida Notebook Digital Archive" on the homepage of the Kitaro Nishida 
Memorial Philosophy Museum in Ishikawa Prefecture. Published. Based on these research results, we 
provided new texts and research materials on Nishida's philosophy, which has been the cornerstone of
 Japanese philosophy history to this day.

研究分野： 日本哲学

キーワード： 西田幾多郎　未公開ノート資料　水損資料の修復　翻刻　研究資料化　全集別巻刊行　デジタルアーカ
イブ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 西田幾多郎の水損した未公開ノート50冊とメモ類5束の修復、資料翻刻を進め、2020年9月には「倫理学講義ノ
ート」「宗教学講義ノート」の計8冊を『西田幾多郎全集　別巻』として刊行した。また、ノート50冊の全頁を
「西田幾多郎ノート類デジタルアーカイブ」として石川県西田幾多郎記念哲学館のホームページ上で公開した。
さらに、『別巻』の「解題」「後書」等で本資料のもつ学術的意義、社会的意義を明らかにした。それらの研究
成果によって、西田哲学形成過程研究の新たな発見とともに、日本哲学史、比較思想研究の深まりが生み出され
る可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
2002～09 年に刊行が完結した新版『西田幾多郎全集（全24 巻）』（岩波書店）には旧版の

増補改訂第三版『西田幾多郎全集（全19 巻）』（1978～1980）刊行以降に見いだされた未収録
作品に加えて、旧版では未収録であった講義記録、講義ノート、研究ノート、書簡、対談等が
何編か収録された。それらの新資料の多くは、研究者が発見したものと西田幾多郎の親族や関
係者から石川県西田幾多郎記念哲学館（以下「哲学館」と記述）等に寄贈されたものである。
前者は大橋良介・茅野良男共編『西田哲学新資料と研究への手引き』ミネルヴァ書房、1987、
浅見洋「西田幾多郎 落ち穂拾い（1）～（9）」、『点から線へ』西田記念館、1993 年～2001 
年などで紹介された新資料であった。それらの新資料の中で研究資料として価値があるとみな
されたものはほぼ新版全集に掲載された。また、後者は西田の書簡、書、遺品、関係者に関す
る一、二次資料等であり、哲学館所蔵のものだけでもかなり大量に存在し、データベース化が
少しずつ進めてきた。また、京都大学大学院文学研究科の林晋らが構築した「京都学派アーカ
イブ」では西田の直筆原稿がWeb 上で公開され、研究資料として供用されている。 
2015年10月に西田幾多郎の遺族から石川県西田幾多郎記念哲学館（館長：浅見洋）に西田直

筆ノート約50 冊、大量の考察メモ、原稿類など（以下：ノート類と記述）、未公開の一次資料
が寄託された。ただし、この寄託資料は水損、カビ、虫食い、インクの流出等、汚損が激しか
ったことから、2016年10 月現在、国立奈良文化財研究所、修復業者の協力を得て、修復作業を
行った。その資料価値については十分な確認は出来ておらず、推測の域を出なかったが、新版
『西田幾多郎全集』（岩波書店）に未収録の資料がかなり多く含まれていることが判った。 
確認できる範囲では、今回寄託された資料には旧制第四高等学校、京都帝国大学時代等の講

義ノート（11 冊）、東京帝国大学選科在学中（1891—94 年）のノート（10 冊）、時期が特定
できない研究ノート（10 冊程度）、読書ノート（15 冊程度）、考察メモ、原稿類など（積み
重ねた厚さ30cm、以下、メモ類と記す）が存在し、多くは日本語、ドイツ語、英語で筆記され
ており、ギリシア語、ラテン語、フランス語漢文なども散見された。それらは書かれたと推定
される時期、種類（講義ノート、読書ノートなど）と汚損程度によってA～L の12 ブロックに
分けて分類し、便宜的に資料番号を付した。その後、資料修復、翻刻、分析、解読調査を実施
する予定を立てた。その結果次第では、西田哲学の生成過程のみならず、近代日本哲学史の一
側面をより克明に描き出す一級の研究資料となる可能性があった。 
 
２．研究の目的 
本研究対象である西田幾多郎の未公開直筆ノート50 冊と大量の考察メモ、原稿類は水損、カ

ビ、虫食い、インクの流出等、汚損が激しいことから、まず資料の修復作業中を実施し、修復
可能性のある全資料の修復完了を最初の目標とした。次いで資料翻刻を一次翻刻、二次翻刻の2
段階に分けて実施した。一次翻刻は基本的な文字お越しであり、二次翻刻は一次翻刻で翻刻で
きなかった文章、文字の判読、不十分な解読のチェックとともに、西田が参考、引用した文献
の探索を行った。 
これまで、西田幾多郎全集等で公開されていない未公開資料であり、研究資料として価値が

あるとみなした資料は年度ごとに刊行する『西田幾多郎未公開ノート類の研究資料化 報告』
で報告した。また、2020年度の「西田幾多郎生誕150 年」を目標に、新版『西田幾多郎全集』
（岩波書店）の『別巻』等として公刊できるように翻刻、編集作業を行った。 
そのように、本研究の主目的は寄託資料を含めた哲学館所蔵資料全体を可能な限り刊行物、

アーカイブとして研究資料化することである。一級の未公開資料と見なされせるものを刊行物
として、解説を付して刊行することによって、日本哲学の基軸となってきた西田哲学の形成過
程の研究、日本哲学史研究にも新たな知見を投じることを目ざした。 
 
３．研究の方法 
1） 汚損資料の修復 
本研究の対象であるに公開ノート類が哲学館に寄せられた時点で、かなり汚損、水損が進

んでおり、固着したものが多く、ノートの頁とメモ類一枚一枚を展開する（切り離す）必要
があった。そのため、水損資料の乾燥、カビ、虫食いの洗浄、破損箇所の修復、画像データ
化のために全頁の写真撮影を行った。乾燥、洗浄、修復、撮影（以下、総称して「修復作業」
と記す）の目的は①史料のさらなる劣化を防ぐこと（保存資料化）、②展示・教育・研究資
料としてふさわしい状態をできるだけ回復すること（展示資料化、研究資料化）である。   
具体的には、2015 年度末から、日本でも最高度の乾燥処理技術と史料修復技術をもった

国立奈良文化財研究所と関連の修復業者に依頼して修復の調査及び作業を行っていただい
た。奈文研での真空凍結乾燥処理、修復業者のクリーニングの結果、2018 年度末で「ノー
ト類」、「メモ類」全ての修復、クリーニング、展開、写真撮影、画像データ化をほぼ終え
た。史料そのものと修復作業過程を画像データファイル化することは、保存史料の劣化を防
ぎ、将来のデータベース化、アーカイブ化に備えることができるという点で、博物館、資料



館の事業に関して IT 技術がもたらした大きなメリットである。しかし、人文学、特に哲学
関係史料に関しては、修復を終えた資料をそのまま画像データ化することによって、資料調
査・研究という役割が完遂するわけではない。資料展示、資料保存の観点からはレプリカ作
成が必須であり、加えて教育・研究資料化のためには手書き文字の丁寧な翻刻と活字化が課
題となる。 

 
2） 翻刻と研究資料化の方法と方針 
修復の見通しがほぼ立ち、判読可能性が高い「ノート類」のうち、社会教育・研究資料と

して価値の高い講義ノートから順次翻刻に取り組んだ。汚損やインク流れ等による文字消
失、不鮮明箇所がかなりあり、ノートであるから見え消し、書き込み、訂正、縦書き、略記、
判読できない文字、誤記、脱字等があることに加えて、日本語（ひらがな、カタカナ、漢字）
と欧語の文字表記が混在していた。そうした修復された「ノート類」も含めて、館の所蔵資
料をデータベース化、アーカイブ化することは現代の博物館にとっては必須の情報化作業
であり、哲学館としてもより汎用性をもった研究資料化、西田研究、日本哲学研究のプラッ
トホーム化を目指している。そのため、研究資料として価値が高いと考えられる文字情報は、
解説、分析を加えながら活字による出版、刊行を目標とした。「ノート類」翻刻の順序とし
ては、最初にひらがな、カタカナ混じりノート（32 冊）を、次いで欧語ノート、レポート
類のうち、資料価値を有するものを優先的に翻刻した。 
具体的作業は基本的には一次翻刻、二次翻刻の 2 段階に分けて実施した。この 2 つの段

階を判然と区分することはできないが、基本的には一次翻刻では翻刻、編集方針に基づいて、
ノート毎の文字おこし、誤記の明示などを行った。二次翻刻では判読不明箇所の判読、誤読
箇所の修正、体裁の統一などと同時に、人名、著書名の確認、専門用語の解説、引用元との
照合、省略箇所等の補足、欧文箇所の翻訳、引用文献・登場人物の解説などを行った。 
一次翻刻は、これまで類似資料、文献のアーカイブ化や翻刻経験が豊かな分担研究者の林

晋、森雅秀両氏を通して京都大学、金沢大学に業務委託し、両大学の OD、院生、学生等を
雇用して実施した。担当区分の大まかな目安は、西田の京都帝国大学在職時代以降と推測さ
れるノートは京都大学で、それ以前の第四高等学校在職時代などに書かれたと推測される
ノートは金沢大学が担当した。ノート類は日本語、ドイツ語、英語など複数言語による直筆
資料であり、二次翻刻には西田の筆致と思考に慣れ、哲学用語、哲学史、外国語にある程度
習熟した研究協力者に依頼した。さらに、二次翻刻した資料のより詳細な資料分析、解読は
西田哲学、日本哲学研究者である科研の分担研究者、連携研究者、研究協力者が中心となっ
て実施した。加えて、ドイツ語、英語、漢文の直筆原稿翻刻に長けた専門家やノートで引用
されている特定の哲学者、文学者等に関して分担研究者と造詣の深い研究者に知識提供を
お願いした。 
翻刻作業には、林晋を中心に開発された「人文学におけるテキスト研究用のオープンソー

スソフトウェア SMART-GS（SMART-Geschichte Studie）」を用いた。林はそれまでに
SMART-GS の開発や、「京都哲学アーカイブ」を構築するなど、資料情報化に非常に優れ
た実績を残している。SMART-GS のレクチャーの後、2017 年 2 月から試行として金沢大
学で倫理学講義ノートの一部（B05）、京都大学で宗教学講義の一部（E04）の翻刻を開始
した。次いで 2018 年 5 月からそれらを対象に、本研究の研究協力者である若手研究者を中
心に二次翻刻を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究成果の概要 
本研究は2020年9月23日の『西田幾多郎全集 別巻（「倫理学講義ノート」、「宗教学講義
ノート」所収）』（岩波書店）の刊行でもって、研究資料化の第一段階を終えた。 
西田幾多郎記念哲学館では2019年度中に修復された未公開ノートのレプリカ（複製品）

を活用し、2020年度前期特別展「発見‼ 幾多郎ノート」（2020年3月24日～2020年9月22
日）、2020年度後期特別展「本になる―執筆・校正・編集」（2020年9月24日～2021年3月
21日）を開催し、別巻刊行に至る本研究の過程を紹介した。 
また、研究代表者の浅見が解説する動画「西田幾多郎直筆ノートを開く①」（修復）、

「西田幾多郎直筆ノートを開く②」（翻刻）、「西田幾多郎直筆ノートを開く③」（資料化の
意義）を製作し、哲学館のHP上で公開し、さらに、2020年度京都人文学教室オンライン
セミナー「西田幾多郎生誕150周年記念～西田幾多郎の哲学とは～」の第2回、浅見 洋
「京大での西田幾多郎講義ノートを開く －全集別巻刊行までの軌跡－」（2020年1月29
日）等でも本研究とその成果を紹介した。 
 
（2）別巻刊行について 
岩波書店に最初に別巻の原稿をメール添付で入稿したのが2020年1月中旬であった。ま

ず倫理学講義ノート5分冊、宗教学講義ノート4分冊の計９ファイル、中表紙、目次と凡
例、（解題1）倫理学講義ノート、（解題2）宗教学講義ノート、人名索引、後書の６ファイ
ル、次いで75点の挿入用図版をフォルダーに入れて送付した。その後、新型コロナウイル
ス感染拡大で館でも岩波書店でも業務に若干の支障が生じた、校正、見本組の確認などを



経て、ゲラ校（初校）が哲学館に届いたのが3月中旬、初校戻しが4月中旬であった。そう
した進捗状況を勘案して当初予定していた発行予定日を4ヶ月ほど遅らせて、9月23日を刊
行日とした。1911年9月23日は西田幾多郎が京都帝国大学に赴任し、「倫理学講義ノート」
を使用して倫理学（特殊）の講義を開始した日である。さらに、精緻で入念な再校、再々
校を経て、最終校の戻しを行ったのは7月の下旬であった。その間に、より鮮明な図版へ
の差控え、用語の統一、人名表記の確認（『岩波 世界人名大辞典』に準拠）を行った。 
完成した別巻は全444頁、装丁クロスと活字は既刊の全集で使われていたものが既にな

くなっていたので、類似したものに変更した以外は新版『西田幾多郎全集』とほぼ同じ体
裁に仕上がった。また、岩波書店は新版全集に少し遅れて別巻の電子版が刊行した。 
 
〈3〉資料翻刻の現在 
二次翻刻では、分担研究者の森雅秀教授が表紙に「村上専精 印度哲学」と記されている帝

国大学在学当時の受講ノート（分類番号A04）を実施しておられる。その一部は既に『報告 ３
（2019）』で公表しておられる。 
研究協力者の中嶋優太、満原健、吉野斉志の3氏は2019年度後半から第四高等学校時代の講義

ノートと推定される「論理学」（分類番号A08）をほぼ終えられ、「Grdanken」（C04）と表記され
た思索ノートの翻刻に取り組んでおられる。また、高橋麻帆氏は「ゲーテ『ヘルマンドロテー
ア』、シラー『オルレアンの乙女』」（分類番号D01）の二次翻刻に取り組んでおられる。表紙に
はGoethe，Hermann and Dorothea、裏表紙にはSchiller，Jungfrau von Orleanと記されたノー
トであり、西田が帝大時代に時代に受講したK・A・フローレンツのドイツ文学講義に関わるノ
ートと推定される。高橋氏はノートの前半部の2次翻刻を終えられ、後半部に取り組まれてお
り、同時に西田が選科在学中に帝国大学でなされていたドイツ語教育についても調査を続けて
おられる。 
 
（4）資料のデジタルアーカイブ化と資料概 
未公開ノート50冊は「西田幾多郎ノート類デジタルアーカイブ」で全画像を公開した。各ノ

ート画像のトップページ（表紙の画像）には内容の概説、作成年代の推定、頁数、形態、使用
言語、書き方の体裁、出典調査の有無などの資料情報が記された。資料情報で出典調査の欄に
「有」と記されたノートについては、満原、吉野両氏による出典調査の結果を閲覧することが
できる。また、キーワード検索の他、「使用目的」「時代区分」「使用言語」など11の区分で検索
できるように設計された。   
また、中嶋専門員の手によって「ノート全50冊の概要」が『西田幾多郎未公開ノート類 報

告 4（2020）』に掲載された。修復、翻刻事業と並行してなされた丹念な資料調査の成果であ
り、資料全体の概要を把握することができる。 
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